
【取組内容】 これまでの学びにICTをかけ合わせ、より有意義な活動にする

印西市立印西中学校（千葉県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式Ⅰ-8

本校の特別支援学級生徒は、年末に近隣
のショッピングモールにて販売会を行っている。販
売会では、生徒が自ら育て、収穫した「ヘチマ」
や「ひょうたん」を活用した商品、ミサンガ、缶
バッジ、アイロンビーズ商品など、年度はじめから
時間をかけて作ってきた様々なものを扱っている。
また、保護者面談の際には保護者対象の販
売会や通常級の生徒向けの校内販売会を
行ったりすることで、販売会に向けた練習をして
いる。
この販売会は、生徒にとっては1年間の学習
の総まとめとも言えるが、それを更に有意義なも
のにするためにChromebookを有効活用して
いる。
「缶バッジ」の商品は、Googleの「描画キャン
パス」を使って生徒が一からデザインした。
販売会中には、著作権フリーのサイトからダウ
ンロードした音楽を、技術科で作成した
Bluetoothスピーカーに接続してBGMとして再
生した。
販売を行うにあたってはレジアプリをダウンロー
ドし、販売の記録も行った。このレジアプリについ
ては、数学の授業中にも活用し、お金のやり取
り等、生徒のこれからの人生で必要な学びを得
ることができた。

特別支援教育：ショッピングモールで販売会を実施する

★どの生徒も簡単に扱うことができ、様々な操作方法や活用方法を学びながら販売会を成功させることができた。
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